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投資の増加（⊿Ｉ）、政
府支出の増加（⊿Ｇ）に
よって右シフトします。 ＩＳ曲線の右シフ

ト
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財市場の均衡を表すＩＳ曲線は、第 2象限（需要サイド）または第４象限（供給サイド）が変化をすると

シフトします。

ＩＳ曲線の右シフトの考え方考え方のプロセス

プロセス－１　簡便 4象限法でＩＳ曲線を導出します。

プロセス－２　ＩＳ曲線の右シフトで代表的なものは投資や政府支出などの有効需要が増加したケースです。
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S＋ T’

一括課税の減税は、第４象限を
マイナス方向にｃΔＴ０だけ平
行シフトさせます。

ｃΔＴ０

ＩＳ曲線の右シフ
ト
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S ＝－Ｃ０＋ｓＹ

ＩＳ

ＩＳ’

貯蓄の減少は、第４象限の傾き
である限界貯蓄性向（ｓ）を減
少させます。

ＩＳ曲線の右シフ
ト

S＝－Ｃ０＋ｓ’Ｙ

プロセス－２　一括課税が減税された場合もＩＳ曲線は右シフトします。

プロセス－３　貯蓄が減少した場合もＩＳ曲線は右シフトします。

（原因）社会的保障が

充実、将来を楽観視
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貨幣市場の均衡を表すＬＭ曲線は、第 2象限（投機的動機に基づく貨幣需要）、第４象限（取引的動機に基

づく貨幣需要）または第３象限（実質貨幣供給）が変化をするとシフトします。

ＬＭ曲線の右シフトの考え方考え方のプロセス

プロセス－１　簡便 4象限法でＬＭ曲線を導出します。
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Ｌ１

ＬＭ

プロセス－２　実質貨幣供給量が増加をするとＬＭ曲線は右シフトします。

ＬＭ’

名目貨幣供給量
物価

＝実質貨幣供給量

　実質貨幣供給量の増加は、分子の増

加（名目貨幣供給量の増加→金融緩和

政策の実施）または分母の減少（物価

の下落）が原因です。

右シフト
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プロセス－３　Ｌ１（取引的動機に基づく貨幣需要）はマーシャルのｋが変化が原因で変化します。

ＬＭ’

右シフト

この傾きが「マー

シャルのｋ」です。

マーシャルのｋの低下は、貨幣の回転速度が上

昇することです。商慣習などの変化が原因とな

ります。
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プロセス－４　Ｌ２（投機的動機に基づく貨幣需要）は債券需要の変化が原因でシフトします。

ＬＭ’

右シフト

債券需要が増加すると、貨幣

で資産を保有（Ｌ２）は減少

します。
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